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安全な
鉄道を！

適正な
要員配置を！

国
労
東
日
本
本
部
は
２
月
３
日
に
新
橋
交
通
ビ
ル
に

お
い
て
第
42
回
拡
大
定
期
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

国
鉄
世
代
か
ら
Ｊ
Ｒ
世
代
に
組
合
運
営
が
移
行
し
つ

つ
あ
る
時
期
で
あ
り
、
７
月
の
２
地
本
体
制
移
行
を
目

前
に
控
え
た
重
要
な
委
員
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
物
価
高
騰
の
な
か
、
大
幅
賃
上
げ
獲
得
に
向

け
、
全
体
が
意
思
統
一
し
ま
し
た
。

委
員
会
は
渡
辺
副
委
員
長

の
司
会
で
始
ま
り
、
議
長
に

は
松
吉
委
員
（
東
京
）
が
、

副
議
長
に
は
早
川
委
員
（
東

京
）
が
選
出
さ
れ
議
事
に
入

り
ま
し
た
。

来
賓
の
海
渡
弁
護
士
、
福

田
弁
護
士
か
ら
は
、
物
価
上

昇
の
時
代
に
入
る
な
か
で
の

労
働
組
合
に
よ
る
賃
上
げ
の

重
要
性
、
安
保
法
制
違
憲
訴

訟
の
取
り
組
み
と
憲
法
を
生

活
に
生
か
す
大
事
さ
、
黒
沼

さ
ん
ア
ス
ベ
ス
ト
裁
判
の
和

解
成
立
に
つ
い
て
な
ど
が
報

２
地
本
体
制
に
向
け

組
織
整
備
を
進
め
よ
う

委
員
会
の
開
催
に
あ
た
り

執
行
委
員
会
を
代
表
し
て
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

国
鉄
分
割
民
営
化
で
誕
生

し
た
Ｊ
Ｒ
は
１
月
29
日
、
旧

国
鉄
の
存
続
日
数
１
万
３
８

１
８
日
を
上
回
り
ま
し
た
。

１
月
29
日
の
日
経
新
聞
は
Ｊ

Ｒ
発
足
37
年
10
カ
月
の
歩
み

を
分
析
。
経
営
の
視
点
で
は

本
州
３
社
の
24
年
度
の
合
計

純
利
益
で
は
７
，
０
２
０
億

円
を
見
込
み
、
上
場
４
社
の

時
価
総
額
は
８
兆
４
０
０
億

円
。
一
方
で
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
・

四
国
の
「
非
上
場
組
」
で
は

営
業
赤
字
が
続
い
て
い
る
と

解
剖
し
て
い
ま
す
。
課
題
と

し
て
、
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
問

題
や
、
事
故
・
安
全
対
策
の

問
題
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

労
使
関
係
に
も
触
れ
、
と
り

わ
け
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
労
働

組
合
組
織
率
が
大
幅
に
落
ち

込
む
な
ど
、
健
全
な
労
使
関

係
は
途
上
だ
と
締
め
く
く
っ

て
い
ま
す
。

昨
年
の
大
会
以
降
、
〇
名

の
拡
大
を
勝
ち
取
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
共
通
し
て
い

る
の
は
不
平
・
不
満
、
困
っ

て
い
る
・
悩
ん
で
い
る
仲
間

を
放
置
し
な
い
こ
と
で
あ
り
、

も
う
一
人
の
仲
間
づ
く
り
を

実
践
し
た
結
果
と
い
え
ま
す
。

本
年
７
月
１
日
、
東
北
地

本
・
首
都
圏
地
本
の
２
地
方

本
部
体
制
へ
組
織
再
編
・
戦

線
整
備
を
行
い
ま
す
。
そ
の

趣
旨
の
１
つ
は
、
点
在
す
る

Ｊ
Ｒ
世
代
の
皆
さ
ん
の
横
の

つ
な
が
り
を
強
化
し
、
自
ら

の
所
属
す
る
会
社
と
自
ら
の

労
働
条
件
に
つ
い
て
の
団
体

交
渉
を
行
っ
て
い
た
だ
く
、

労
働
組
合
運
動
を
体
現
し
て

も
ら
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

数
は
力
。
エ
ル
ダ
ー
・
現
職

組
合
員
一
体
で
、
も
う
一
人

の
仲
間
づ
く
り
に
全
力
を
上

げ
ま
し
ょ
う
。

２
月
13
日
、
Ｊ
Ｒ
７
社
に

申
し
入
れ
を
行
い
私
た
ち
の

春
闘
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

今
春
闘
を
取
り
巻
く
情
勢
、

要
求
額
（
案
）
に
つ
い
て
、

発
言
に
て
補
強
を
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
グ
ル
ー

プ
会
社
対
策
と
し
て
は
、
労

働
条
件
引
き
上
げ
に
向
け
、

公
正
取
引
委
員
会
「
労
務
費

の
適
切
な
転
嫁
の
た
め
の
価

格
交
渉
に
関
す
る
指
針
」
を

踏
ま
え
業
務
発
注
側
で
あ
る

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
求
め
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
つ
い
て

は
、
関
東
貨
物
協
と
し
て

「
人
事
・
賃
金
制
度
」
に
対

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

春
闘
の
最
大
の
課
題
は
賃

上
げ
問
題
で
す
が
、
労
働
条

件
全
般
に
わ
た
っ
て
見
つ
め

直
す
・
改
善
を
求
め
る
こ
と

も
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

が
今
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯

取
り
組
む
中
か
ら
組
織
の
強

化
・
拡
大
に
つ
な
げ
ま
し
ょ

う
。現

在
、
少
数
与
党
の
中
で

の
通
常
国
会
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
１
月
30
日
に
は
自

民
党
派
閥
の
裏
金
事
件
の
参

考
人
招
致
問
題
で
、
消
極
的

な
自
民
党
に
対
し
51
年
ぶ
り

に
多
数
決
で
議
決
を
し
た
と

の
報
道
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

他
方
、
戦
後
80
年
の
節
目

で
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し

て
参
加
を
期
待
す
る
声
が
高

ま
っ
て
い
る
中
、
政
府
は
３

月
の
核
兵
器
禁
止
条
約
第
３

回
締
約
国
会
議
へ
の
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
参
加
見
送
り
決
定
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
７
月
に
は

参
議
院
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
「
新
た
な
戦
前
」
へ
と

強
引
に
突
き
進
ん
で
き
た
自

民
党
に
対
し
、
引
き
続
き
、

立
憲
野
党
の
躍
進
に
向
け
奮

闘
し
ま
し
ょ
う
。

国
労
が
抱
え
る
課
題
、
地

方
ロ
ー
カ
ル
線
問
題
や
安
全
・

安
定
輸
送
確
立
、
安
心
し
て

働
き
続
け
ら
れ
る
労
働
条
件

確
立
、
そ
し
て
組
織
の
強
化
・

拡
大
な
ど
課
題
は
山
積
す
る

中
で
の
委
員
会
、
９
地
本
本

部
体
制
最
後
の
委
員
会
と
な

り
ま
す
が
、
団
結
と
委
員
の

真
摯
な
討
論
に
て
、
当
面
す

る
闘
争
方
針
を
確
立
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
、

東
日
本
本
部
執
行
員
会
を
代

表
し
て
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

告
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
国

労
本
部
・
松
川
委
員
長
か
ら

は
組
織
拡
大
、
25
春
闘
、
移

動
す
る
権
利
と
ロ
ー
カ
ル
線

問
題
、
平
和
と
民
主
主
義
の

問
題
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。方

針
提
案
で
は
、
25
春
闘

の
ほ
か
多
く
の
問
題
・
課
題

が
提
起
さ
れ
、
委
員
の
発
言

か
ら
も
、
25
春
闘
で
の
大
幅

賃
上
げ
に
向
け
た
取
り
組
み
、

「
変
革
２
０
２
７
」
に
よ
る

職
場
の
状
況
、
離
職
・
要
員

不
足
の
状
況
、
グ
ル
ー
プ
会

社
の
劣
悪
な
労
働
条
件
、
組

織
拡
大
へ
の
取
り
組
み
、
新

幹
線
架
線
ト
ラ
ブ
ル
に
代
表

さ
れ
る
安
全
問
題
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
報
告
が
さ
れ
、
ま
た
、

７
月
に
迫
っ
た
２
地
本
へ
の

統
合
を
柱
と
し
た
、
組
織
再

編
の
取
り
組
み
も
多
く
の
委

員
か
ら
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

前
日
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
Ｊ

Ｒ
世
代
交
流
会
参
加
者
の
貨

物
・
森
岡
さ
ん
、
東
日
本
・

飯
田
さ
ん
か
ら
も
特
別
発
言

を
受
け
ま
し
た
。

大幅
賃上げ！

委
員
長
あ
い
さ
つ

議長

松吉委員(東京)

副議長

早川委員(東京)

組織拡大！

（
全
文
は
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
）
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●
小
泉
委
員
・
水
戸
地
本

組
織
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
。

水
戸
地
本
は
、
課
題
を
分
析
し

な
が
ら
対
話
を
深
め
、
職
能
別

２
分
会
に
再
編
を
行
っ
た
。

組
織
の
強
化
・
拡
大
に
つ
い

て
。
い
わ
き
運
輸
区
・
水
戸
運

輸
区
・
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
土
浦
管
区
で

国
労
組
合
員
が
労
安
委
員
に
選

出
。
日
頃
の
信
頼
関
係
の
結
果

と
言
え
る
。
ま
た
、
労
働
組
合

が
必
要
だ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
信
し
て
い
る
。

労
働
条
件
改
善
に
向
け
た
取

り
組
み
。
地
本
大
会
発
言
を
も

と
に
申
し
入
れ
、
指
摘
し
た

「
Ｔ
Ｃ
列
警
が
聞
き
づ
ら
い
箇

所
が
あ
る
」
点
に
つ
い
て
は
、

す
ぐ
に
支
社
が
対
応
。
安
全
問

題
で
の
認
識
の
一
致
も
図
ら
れ

た
。
職
場
か
ら
声
を
上
げ
続
け

た
成
果
。

水
戸
で
は
、
ワ
ン
マ
ン
化
の

増
加
、
駅
は
泊
ま
り
勤
務
か
ら

日
勤
化
の
提
案
が
。
実
態
を
検

証
し
要
求
に
つ
な
げ
る
。

●
東
京
・
松
本
委
員

貨
物
会
社
の
現
状
。
輪
軸
作

業
デ
ー
タ
の
改
ざ
ん
は
貨
物
会

社
と
し
て
の
管
理
体
制
の
問
題
。

現
場
社
員
に
責
任
を
押
し
付
け

ら
れ
な
い
よ
う
に
組
合
が
監
視

し
て
い
く
。

新
人
事
賃
金
制
度
は
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
上
が
ら
な
い
制
度
。

試
験
の
合
格
率
が
下
が
っ
て
い

て
、
年
末
手
当
も
１
．
６
２
ヶ

月
の
低
額
回
答
で
退
職
者
が
増

え
る
ば
か
り
。
労
働
条
件
改
善

を
勝
ち
取
る
闘
い
を
客
貨
一
体

で
進
め
よ
う
。

東
京
地
本
青
年
部
で
は
10
月

に
長
野
と
合
同
で
平
和
学
習
。

11
月
に
は
仙
台
で
加
入
し
た
青

年
と
交
流
を
し
、
横
の
つ
な
が

り
を
進
め
て
き
た
。

組
織
の
現
状
。
青
年
部
は
運

動
の
引
き
継
ぎ
に
不
安
で
い
っ

ぱ
い
。
学
ぶ
場
を
作
っ
て
ほ
し

い
。
諦
め
モ
ー
ド
の
雰
囲
気
が

あ
る
が
若
手
・
ベ
テ
ラ
ン
一
緒

に
な
っ
て
盛
り
上
げ
よ
う
。
声

か
け
か
ら
繋
が
り
を
作
ろ
う
。

●
高
崎
・
大
貫
委
員

パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
で
信
号
設

備
検
査
。
夜
勤
が
社
員
は
月
に

12
回
、
エ
ル
ダ
ー
で
も
８
回
。

管
理
者
が
存
在
し
な
い
よ
う
な

職
場
で
４
連
続
夜
勤
で
も
お
か

し
い
と
感
じ
な
い
職
場
。
要
員

が
足
り
な
い
。
要
求
し
て
１
名

増
え
た
が
更
に
言
い
続
け
る
。

地
方
交
通
線
問
題
。
高
崎
支

社
は
自
治
体
に
吾
妻
線
一
部
区

間
の
協
議
を
申
し
入
れ
。
支
社

か
ら
利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

は
バ
ス
転
換
を
促
す
よ
う
な
内

容
。
高
崎
地
本
は
実
態
調
査
と

ビ
ラ
配
布
行
動
を
行
っ
た
。
通

学
利
用
な
ど
の
生
活
路
線
で
あ

り
、
更
に
運
動
強
化
を
図
る
。

25
春
闘
。
昨
年
の
ベ
ア
で
は

物
価
に
追
い
つ
か
な
い
。
Ｊ
Ｒ

関
連
清
掃
会
社
で
は
ス
ト
ラ
イ

キ
を
行
い
、
組
織
拡
大
を
勝
ち

取
る
。
国
労
も
ス
ト
ラ
イ
キ
を

構
え
て
闘
う
事
が
重
要
。

～
そ
の
他
、
組
織
強
化
・
拡

大
、
65
歳
以
降
の
継
続
雇
用
に

つ
い
て
発
言
。

●
仙
台
・
昆
野
委
員

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
11
月
に
冬
の

繁
忙
期
に
出
札
窓
口
の
拡
充
を

発
表
。
し
か
し
仙
台
駅
で
は
Ｌ

ｉ
Ｖ
ｉ
Ｔ
の
要
員
不
足
で
実
施

で
き
ず
。
整
理
券
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
た
が
並
ば
な
い
だ
け
で

解
決
に
な
ら
な
い
。

65
歳
以
降
の
継
続
雇
用
問
題
。

特
定
の
組
合
員
の
み
採
用
さ
れ

ず
。
明
ら
か
な
組
合
差
別
。
こ

れ
を
許
せ
ば
会
社
の
い
い
な
り

に
な
る
だ
け
。
闘
っ
て
い
る
裁

判
の
支
援
署
名
へ
の
協
力
と
、

組
合
員
資
格
の
承
認
を
。

ロ
ー
カ
ル
線
問
題
。
陸
羽
東

線
沿
線
で
チ
ラ
シ
配
布
と
自
治

体
要
請
行
動
実
施
。
大
崎
市
担

当
者
「
同
じ
日
本
に
住
ん
で
い

て
差
別
さ
れ
る
の
は
納
得
い
か

な
い
」
と
の
思
い
を
共
有
し
た

い
。出

向
先
労
働
条
件
改
善
の
取

り
組
み
。
第
一
建
設
と
団
交
開

催
。
他
の
会
社
と
の
道
筋
に
。

●
千
葉
・
嶋
田
委
員

千
葉
地
本
は
本
体
エ
ル
ダ
ー

27
名
。
昨
年
は
保
線
２
職
場
で

代
表
選
に
立
候
補
し
た
。
大
網

保
技
セ
で
は
Ｊ
Ｒ
採
用
組
合
員

が
立
候
補
。
落
選
す
る
も
組
合

員
以
上
の
票
が
入
っ
た
の
は
国

労
が
期
待
さ
れ
て
い
る
証
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
輸
送
障
害

が
頻
発
。
本
体
で
も
Ｐ
会
社
で

も
要
員
不
足
。
一
人
何
役
も
や

ら
さ
れ
、
離
職
が
目
立
つ
。
エ

ル
ダ
ー
社
員
を
本
体
に
配
置
さ

せ
、
技
術
継
承
さ
せ
る
べ
き
。

し
か
し
、
保
線
の
Ｐ
会
社
で
す

ら
「
今
後
は
自
動
化
を
進
め
る

た
め
エ
ル
ダ
ー
社
員
は
い
ら
な

い
」
と
言
わ
れ
、
清
掃
業
務
に

就
か
さ
れ
た
。
中
に
は
「
う
ち

は
中
小
企
業
だ
か
ら
年
休
は
取

ら
な
い
で
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ

た
人
も
。
要
員
不
足
の
中
で
も
、

エ
ル
ダ
ー
の
あ
と
雇
用
継
続
さ

れ
な
い
問
題
が
あ
る
。

●
東
京
・
坂
本
委
員

Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
で
は
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
も
あ
り
、
路
線

も
回
復
し
増
収
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
会
社
は
赤
字
を
前
面

に
出
し
、
人
件
費
を
抑
制
。
低

額
な
一
時
金
と
、
圧
縮
行
路
で

劣
悪
な
環
境
が
作
り
出
さ
れ
、

職
場
を
去
っ
て
い
く
仲
間
が
後

を
た
た
な
い
。
退
職
を
無
く
す

た
め
に
も
諸
課
題
を
解
決
し
な

が
ら
、
組
織
拡
大
へ
集
約
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

分
会
も
現
役
１
名
と
エ
ル
ダ
ー

３
名
、
エ
ル
ダ
ー
後
の
契
約
社

員
１
名
の
計
５
名
。
組
合
に
無

関
心
な
社
員
も
多
く
、
賃
金
や

働
く
環
境
の
悪
化
な
ど
に
直
面

し
、
退
職
し
て
い
く
社
員
が
後

を
た
た
な
い
。
最
近
は
公
営
バ

ス
へ
の
転
職
が
多
い
。

こ
の
ま
ま
自
然
消
滅
し
な
い

よ
う
に
、
今
こ
そ
労
働
組
合
や

仲
間
の
大
切
さ
を
広
め
る
た
め
、

創
意
工
夫
が
必
要
と
考
え
る
。

●
長
野
・
平
林
委
員

松
本
運
輸
区
分
会
７
名
は
い

ず
れ
も
エ
ル
ダ
ー
出
向
。
と
に

か
く
低
賃
金
。
年
間
休
日
も
本

体
よ
り
４
日
少
な
く
、
制
服
貸

与
も
最
低
限
。
組
合
と
し
て
の

協
約
が
無
い
た
め
、
訓
練
会
な

ど
の
際
に
現
場
長
に
提
案
し
て

い
る
。
目
立
っ
た
改
善
は
で
き

て
い
な
い
が
、
国
労
の
存
在
感

を
示
し
た
い
。
グ
ル
ー
プ
会
社

と
の
協
約
締
結
検
討
を
求
め
る
。

中
南
信
支
部
で
は
、
無
所
属

や
他
労
組
の
社
員
に
声
を
か
け
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
～
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

で
親
睦
。
乗
務
員
か
ら
複
数
業

務
掛
け
持
ち
の
実
態
を
聞
く
。

組
合
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る

若
手
も
い
る
。
組
合
が
一
つ
に

ま
と
ま
る
こ
と
も
必
要
で
は
。

貨
物
職
場
で
は
、
貨
物
列
車

の
空
転
・
遅
延
が
問
題
に
。
運

転
士
に
問
題
が
あ
る
と
い
わ
ん

ば
か
り
。
旅
客
会
社
に
線
路
脇

の
木
の
伐
採
を
要
請
す
る
が
進

ん
で
い
な
い
。

●
仙
台
・
山
口
委
員

25
春
闘
。
未
加
入
者
も
含
め

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
集

約
し
た
要
求
の
う
ち
、
職
場
の

危
険
個
所
や
老
朽
機
械
の
更
新

な
ど
は
、
労
安
で
取
り
上
げ
改

善
を
図
る
。

昨
年
、
幹
総
台
車
科
で
は
更

な
る
部
外
委
託
。
不
安
が
あ
っ

た
の
で
、
熟
練
の
エ
ル
ダ
ー
社

員
の
配
置
を
要
請
。
更
に
委
託

拡
大
の
提
案
が
あ
る
。
新
幹
線

の
輸
送
障
害
が
続
い
て
い
る
。

安
全
な
車
両
を
出
す
た
め
、
反

対
す
る
立
場
で
取
り
組
む
。

過
半
数
代
表
選
で
は
、
東
労

組
と
意
思
統
一
し
投
票
。
国
労

か
ら
一
名
が
労
安
委
員
に
。
環

境
改
善
も
図
ら
れ
つ
つ
あ
り
、

所
長
か
ら
は
車
両
の
安
全
に
つ

い
て
も
話
し
た
い
と
の
発
言
。

新
入
社
員
の
実
習
方
法
な
ど
も

議
論
し
た
い
。

昨
年
２
名
が
連
続
し
て
国
労

加
入
。
悩
ん
だ
り
困
っ
た
り
し

て
い
る
仲
間
を
一
人
に
し
な
い

こ
と
が
国
労
の
強
み
。

●
東
京
・
本
間
委
員

Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
・
武
蔵
増
戸
駅
所

属
。
仕
事
は
比
較
的
の
ん
び
り
。

Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
問
題
は
さ
ま
ざ

ま
あ
る
が
、
私
の
場
合
で
い
う

と
、
あ
と
10
年
く
ら
い
す
る
と

基
本
給
が
頭
打
ち
に
な
る
。
そ

の
後
は
管
理
職
に
な
ら
な
け
れ

ば
上
が
ら
な
く
な
る
。
今
の
若

手
社
員
だ
と
、
40
歳
か
ら
45
歳

で
頭
打
ち
に
な
る
。
将
来
展
望

が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
退
職
を

選
ぶ
人
も
多
数
い
る
。

八
王
子
支
店
で
は
３
名
が
３

月
で
退
職
し
同
業
他
社
へ
。
い

ず
れ
も
「
乗
務
員
に
な
り
た
い
」

と
い
う
理
由
。
鉄
道
会
社
に
い

て
、
乗
務
員
に
な
れ
ず
同
業
他

社
に
持
っ
て
い
か
れ
る
の
は
も
っ

た
い
な
い
。
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
に
い
て

も
乗
務
員
を
経
験
で
き
る
道
を

切
り
開
け
な
い
か
と
思
う
。
そ

の
他
に
も
働
く
環
境
に
は
様
々

な
問
題
が
あ
り
、
交
渉
で
社
員

が
長
く
働
け
る
会
社
に
し
て
い

き
た
い
。

●
秋
田
・
宮
崎
委
員

若
手
組
合
員
が
、
職
場
内
の

休
憩
時
間
に
組
合
未
加
入
者
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
依
頼
し
た
件
で
、

現
場
長
か
ら
叱
責
を
受
け
る
事

象
が
あ
っ
た
。
東
労
組
が
さ
ん

ざ
ん
や
り
、
社
友
会
は
時
間
中

に
堂
々
と
や
っ
て
い
る
。
問
題

は
、
こ
う
し
た
行
為
が
違
反
に

な
る
と
い
う
こ
と
を
誰
も
教
え

て
く
れ
な
か
っ
た
こ
と
。
Ｊ
Ｒ

世
代
組
合
員
教
育
の
必
要
性
が

あ
る
。
検
討
を
。

12
月
に
角
館
～
大
曲
間
で
こ

ま
ち
が
倒
木
で
長
時
間
停
車
。

社
用
車
で
お
客
様
を
大
曲
駅
ま

で
ピ
ス
ト
ン
輸
送
。
緊
急
時
と

は
い
え
、
乗
車
券
が
払
戻
さ
れ

て
い
な
い
状
態
で
の
輸
送
は
白

タ
ク
と
変
わ
ら
ず
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
違
反
の
心
配
が
。

職
場
で
国
労
組
合
員
は
私
一

人
。
お
か
し
い
と
感
じ
た
こ
と

を
、
未
加
入
者
を
巻
き
込
ん
で

発
信
し
て
い
る
。
私
の
組
合
活

動
の
一
つ
。
こ
れ
か
ら
も
発
信

し
続
け
る
。

各
委
員
か
ら
の
発
言
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●
盛
岡
・
及
川
委
員

25
春
闘
に
つ
い
て
。
物
価
の

伸
び
に
賃
金
が
追
い
付
か
な
い
。

昨
年
以
上
の
賃
上
げ
を
。
一
方

で
春
闘
期
の
学
習
会
や
地
区
集

会
な
ど
も
必
要
に
な
る
。
交
渉

を
行
う
エ
リ
ア
を
後
押
し
す
る

た
め
、
団
結
を
強
化
し
よ
う
。

２
地
本
再
編
で
運
動
が
停
滞

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
書
記

の
業
務
の
強
化
も
求
め
ら
れ
る
。

Ｊ
Ｒ
世
代
の
声
に
耳
を
傾
け
て

よ
り
良
い
体
制
作
り
が
必
要
。

分
会
の
統
合
と
事
務
所
廃
止
に

備
え
、
メ
ー
ル
発
信
や
ツ
ナ
グ

ア
プ
リ
登
録
拡
大
に
取
り
組
む
。

政
治
と
カ
ネ
の
問
題
で
自
公

政
権
が
過
半
数
割
れ
。
未
だ
裏

金
問
題
は
明
確
な
説
明
が
無
い
。

参
議
院
選
挙
で
は
立
憲
野
党
の

拡
大
に
向
け
、
広
範
な
闘
い
を
。

９
月
の
国
労
議
員
団
・
千
葉
信

吉
一
関
市
議
選
に
奮
闘
す
る
。

■
特
別
発
言
・
貨
物

東
京
・
森
岡
さ
ん

事
故
や
事
象
が
相
次
ぎ
、
新

山
口
駅
の
脱
線
は
、
他
の
列
車

を
巻
き
込
ん
で
鶴
見
事
故
の
よ

う
な
大
惨
事
に
繋
が
り
か
ね
な

い
。
過
労
に
よ
る
健
康
被
害
が

あ
り
退
職
を
選
ぶ
仲
間
も
お
り
、

こ
う
し
た
事
態
を
つ
か
む
こ
と

が
組
合
に
求
め
ら
れ
る
。

あ
る
先
輩
は
「
あ
と
３
年
は

俺
た
ち
が
い
る
。
安
心
し
ろ
」

と
言
っ
た
が
、
あ
と
３
年
し
か

な
い
厳
し
い
現
実
。
若
手
の
横

の
つ
な
が
り
を
作
る
だ
け
で
な

く
、
東
日
本
本
部
が
労
働
者
の

真
の
味
方
と
し
て
闘
う
展
望
を

示
せ
る
か
を
問
わ
れ
て
い
る
。

社
友
会
は
会
社
の
利
益
を
代

表
す
る
組
織
で
あ
り
、
労
働
者

を
分
断
し
競
争
を
駆
り
立
て
る

も
の
。
貨
物
会
社
の
新
人
事
賃

金
制
度
も
安
全
や
利
便
性
が
損

な
わ
れ
て
い
る
列
車
・
駅
・
職

場
状
況
を
見
れ
ば
あ
き
ら
か
。

今
後
も
国
労
運
動
の
継
承
・

発
展
の
た
め
奮
闘
す
る
決
意
。

■
特
別
発
言
・
東
日
本

東
京
・
飯
田
さ
ん

職
場
は
横
浜
電
力
設
備
技
セ
。

融
合
と
連
携
が
進
め
ら
れ
て
き

て
い
る
。
設
備
職
場
で
一
番
利

益
を
出
す
こ
と
は
、
設
備
を
保

守
し
、
安
心
し
て
列
車
に
乗
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
Ｐ
会
社

の
業
務
内
容
は
「
別
会
社
だ
か

ら
手
が
出
せ
な
い
」
と
い
う
が
、

そ
こ
を
や
ら
な
い
と
安
全
は
確

保
で
き
な
い
。
Ｐ
会
社
を
含
め

て
安
心
し
て
業
務
が
で
き
る
態

勢
を
作
ろ
う
。

各
メ
セ
に
、
設
計
業
務
を
持

た
せ
る
話
が
出
て
い
る
。
今
で

も
非
番
で
も
帰
ら
ず
こ
な
す
人

が
い
る
。
昨
年
離
職
し
た
方
は

「
業
務
が
ツ
ラ
い
。
会
社
に
い

く
ら
言
っ
て
も
改
善
さ
れ
な
い
」

と
言
っ
て
い
た
。

横
浜
電
力
の
組
合
員
は
本
体

に
は
３
名
。
先
輩
が
退
職
し
、

全
て
の
運
動
を
引
き
継
ぐ
こ
と

は
で
き
て
い
な
い
。
ま
ず
は
で

き
る
こ
と
を
行
な
っ
て
い
く
。

65
歳
以
上
の
雇
用
に
つ
い
て

は
申
１
号
で
も
求
め
て
い
ま
す

が
、
65
歳
定
年
制
を
含
め
、
引

き
続
き
強
く
求
め
て
い
き
ま
す
。

組
合
員
資
格
に
つ
い
て
は
、

地
方
の
決
定
は
重
く
受
け
止
め
、

執
行
委
員
会
で
議
論
し
て
き
て

い
ま
す
。

Ｌ
ｉ
Ｖ
ｉ
Ｔ
の
掲
示
板
等
に

つ
い
て
は
、
こ
ち
ら
の
不
備
で

遅
れ
た
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、

て
い
ま
す
。
そ
の
都
度
、
原
因

究
明
と
再
発
防
止
に
つ
い
て
求

め
て
来
ま
し
た
が
、
引
き
続
き

検
証
を
進
め
改
善
を
求
め
て
い

き
ま
す
。

会
社
は
、
コ
ロ
ナ
前
に
は
戻

ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
な
が
ら

「
変
革
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
」

を
明
言
し
て
い
ま
す
。
会
社
幹

部
自
ら
が
職
場
に
足
を
運
び
、

つ
か
ん
だ
都
合
の
良
い
社
員
の

「
声
」
を
社
員
の
発
意
と
し
、

巧
み
に
施
策
の
推
進
力
と
し
て

利
用
し
て
き
て
い
ま
す
。

東
日
本
本
部
は
ア
ン
ケ
ー
ト

の
取
り
組
み
か
ら
、
社
員
の
会

社
に
対
す
る
素
直
な
声
を
つ
か

み
、
申
１
号
交
渉
で
は
、
育
児
・

介
護
関
連
休
暇
等
の
昇
給
調
整

条
項
の
見
直
し
、
奨
学
金
代
理

返
還
制
度
の
新
設
、
保
存
休
暇

の
取
得
要
件
の
見
直
し
、
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
会
社

負
担
な
ど
国
労
要
求
の
前
進
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
引
き
続
き

取
り
組
み
の
強
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
会
社
の
労
働
条
件

こ
と
を
引
き
続
き
求
め
て
い
き

ま
す
。

２
月
13
日
に
Ｊ
Ｒ
７
社
に
対

し
て
申
し
入
れ
を
行
い
、
国
労

の
25
春
闘
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

今
回
も
東
日
本
本
部
で
は
賃
金

実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

す
。
春
闘
を
意
識
さ
せ
労
働
組

合
の
役
割
と
必
要
性
を
広
め
る

た
め
に
、
未
加
入
者
へ
も
呼
び

掛
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く

要
請
し
ま
す
。

同
時
期
に
取
り
組
ま
れ
る
、

職
場
過
半
数
代
表
者
選
挙
を
通

じ
、
労
安
委
員
で
の
柔
軟
な
対

応
な
ど
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と

も
組
織
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と

で
あ
り
、
各
組
合
員
が
意
識
的

に
動
く
こ
と
を
要
請
し
ま
す
。

国
鉄
採
用
組
合
員
は
ほ
ぼ
全

員
が
退
職
を
迎
え
て
再
雇
用
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

状
況
を
受
け
、
昨
年
の
定
期
大

会
に
て
、
２
地
本
体
制
を
決
定

し
、
今
年
７
月
１
日
の
立
ち
上

げ
を
確
認
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

組
織
の
拡
大
な
く
し
て
は
国

労
運
動
の
継
承
・
発
展
は
あ
り

ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
い

て
は
、
労
働
組
合
加
入
者
は
現

役
社
員
の
１
４
．
６
％
。
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
不
安
や
不
満
な

ど
に
よ
り
、
労
働
組
合
は
必
要

と
感
じ
て
い
る
社
員
が
回
答
者

の
６
割
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

労
働
組
合
と
は
一
線
を
引
く
と

い
う
回
答
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

会
社
の
賃
下
げ
へ
の
不
満
や

Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
は
「
変
革

２
０
２
７
」
の
実
現
に
向
け
様
々

な
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
委

員
の
報
告
か
ら
も
分
か
る
と
お

り
、
技
術
継
承
が
ど
う
な
る
の

か
、
新
た
な
業
務
が
や
り
切
れ

る
の
か
、
責
任
を
負
わ
せ
ら
れ

る
こ
と
な
ど
で
、
職
場
で
の
不

安
や
疑
問
の
声
が
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。

大
規
模
輸
送
障
害
や
待
避
遅

延
、
転
落
事
故
な
ど
が
頻
発
し

書
記
長
集
約

「
安
全
・
安
定
」
輸

送
確
立
、
安
心
し
て

働
き
続
け
ら
れ
る
職

場
づ
く
り
に
向
け
て

組
織
強
化
・

拡
大
に
つ
い
て

「
変
革
」
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

に
違
和
感
を
覚
え
、
退
職
を
選

択
す
る
若
手
社
員
が
新
入
社
員

数
を
上
回
っ
て
い
る
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

こ
の
１
年
で
加
入
し
た
仙
台

の
４
名
の
仲
間
は
、
再
雇
用
と

な
っ
て
も
、
つ
な
が
り
続
け
た

こ
と
、
転
勤
と
な
り
職
場
か
ら

離
れ
て
か
ら
も
、
悩
み
に
寄
り

添
い
続
け
た
こ
と
が
加
入
に
結

び
つ
い
て
い
る
と
報
告
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
取
り
組
み
に
学
び
、

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
か

ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

を
お
願
い
し
ま
す
。

先
の
衆
議
院
選
挙
に
お
い
て
、

与
党
が
過
半
数
割
れ
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
補
正
予
算
で
、

敵
国
ま
で
攻
め
込
む
兵
器
購
入

を
国
民
民
主
党
や
日
本
維
新
の

会
も
賛
成
に
回
る
状
況
で
、
国

民
の
命
を
守
る
政
治
を
取
り
戻

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

石
破
政
権
は
、
こ
れ
ま
で
の
自

民
党
政
権
が
進
め
て
き
た
政
策

を
引
き
継
い
で
い
る
こ
と
か
ら

も
、
夏
に
行
わ
れ
る
参
議
院
選

挙
に
対
す
る
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

体
制
整
備
や
国
鉄
世
代
か
ら

Ｊ
Ｒ
世
代
へ
の
運
動
の
継
承
な

ど
、
私
た
ち
の
置
か
れ
た
状
況
、

課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

９
地
本
本
部
が
団
結
し
て
運
動

の
前
進
を
図
っ
て
い
た
だ
く
事

を
お
願
い
し
、
第
42
回
拡
大
委

員
会
の
集
約
と
し
ま
す
。

平
和
と
民
主
主
義
を

守
る
闘
い
に
つ
い
て

改
善
に
つ
い
て
も
報
告
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
で
は
、

賃
金
交
渉
に
合
わ
せ
て
制
度
、

職
場
の
改
善
に
つ
い
て
本
社
に

求
め
て
き
ま
し
た
。
若
手
社
員

が
退
職
し
て
い
る
状
況
も
あ
り
、

引
き
続
き
労
働
条
件
の
改
善
に

向
け
て
取
り
組
み
を
図
っ
て
い

く
こ
と
と
し
ま
す
。

ロ
ー
カ
ル
線
問
題
問
題
に
つ

い
て
は
、
津
軽
線
、
米
坂
線
、

委
員
か
ら
発
言
が
あ
っ
た
吾
妻

線
に
つ
い
て
議
論
が
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
。
久
留
里
線
で
は
、

昨
年
11
月
に
事
実
上
の
廃
線
を

発
表
し
ま
し
た
。
本
部
と
連
携

し
て
国
交
省
要
請
等
を
継
続
し

て
行
い
、
ま
た
、
各
都
県
交
運

労
協
と
も
連
携
し
、
採
算
だ
け

の
議
論
に
な
ら
な
い
よ
う
に
求

め
て
い
き
ま
す
。

中
央
委
員
会
に
て
、
１
７
０

０
０
円
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
要
求

が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
東
日
本

本
部
と
し
て
は
、
特
別
措
置
に

つ
い
て
は
基
本
給
に
組
み
入
れ

る
こ
と
、
２
０
２
１
年
に
半
減

さ
れ
た
昇
給
係
数
に
つ
い
て
戻

し
て
い
く
こ
と
、
第
二
基
本
給

の
廃
止
、
55
歳
以
上
の
定
期
昇

給
の
実
施
、
そ
し
て
、
再
雇
用

社
員
の
賃
金
に
つ
い
て
も
引
き

上
げ
る
こ
と
を
求
め
て
い
き
ま

す
。貨

物
会
社
に
対
す
る
要
求
に

つ
い
て
は
、
本
部
、
全
貨
協
が

確
立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
会
社
に
つ
い
て
は
、

委
託
料
に
つ
い
て
、
賃
金
引
き

上
げ
に
見
合
っ
た
契
約
と
す
る

設
置
に
向
け
て
会
社
に
強
く
求

め
て
い
き
ま
す
。

貨
物
の
人
事
賃
金
制
度
に
つ

い
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

他
労
組
を
含
め
、
参
加
の
呼
び

か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
世
代
組
合
員
の
学
習
の

場
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も

Ｊ
Ｒ
世
代
交
流
会
を
開
催
し
て

き
た
と
こ
ろ
。
そ
の
中
で
労
働

協
約
の
具
体
的
な
内
容
な
ど
に

つ
い
て
学
習
す
る
場
を
設
け
て

い
き
ま
す
。

中
間
答
弁

25
春
闘
に
つ
い
て



今現在、各会社との間で交渉および
それに向けた取り組みが行われており、
それぞれの回答が出されるまでの間、
アンケートの取り組みを継続しています︕
みなさまのご協力よろしくお願いします︕

２５春闘・夏季手当アンケート継続中！

２５春闘・夏季手当アンケート中間報告

昇進など将来の可能性がない
職場の人間関係

能力や実績が評価されない
仕事にやりがいがない
仕事がつらい・きつい

残業が多い
休日数が少ない

仕事と賃金が見合っていない
２０２１年昇給係数２カット

賃金・収入が少ない
０％ 1０％ 2０％ 3０％ 4０％ 5０％ 6０％ 7０％ 8０％ 9０％

◎あなたの会社で、
　不満に感じていることを
　教えてください。
　（複数回答あり）

80.2%
9.1%

9.1%

9.9%

4.1%

5.0%

54.5%
24.8%

14.0%
14.9%

①１万円以下 ……… 17.1%
②２万円 …………… 21.0%
③３万円 …………… 32.6%
④４万円 ……………   3.9%
⑤５万円 …………… 22.7%
⑥それ以上 …………   2.8%

◎あなたは２０２５年春闘で月額いくらの賃上げが必要ですか︖

② 21.0%

①17.1%

⑥2.8%

⑤22.7%

④3.9%
③32.6% 現役平均 …… 2.1万円

再雇用平均 … 3.2万円 

国 労 東 日 本2025年3月4日 No.865

●あれこれ言い訳しないで事実現実に基づいた資料を示して

回答するように。

●社員と家族の幸福を本当に願うのであれば、物価高を上回

る賃上げをお願いします。

●社員と意見交換を積極的にやってほしい。一人一人意見が

異なると思う。また、全て受け入れられるとは思わないが、

少しでも社員に報いてほしいし、その気持ちを見せてほしい。

●いつまで経っても収入はあがらない。生活改善できる賃上

げを！

●グループ会社、協力会社への委託料を上げてほしい。

●Ｐ社で保存休暇を取得できる様にされたい。

●生活必要賃金に不満が出れば、人材は流れていく。

●エルダー社員の寒冷地手当は必要。差別だ。

●各職場の要員が不足していて年休が取りづらい。

●６５歳以降も安心して働ける環境を整備していただきたい。

●経営第一、収益第一の姿勢をあらため、社員の声を大事に

する会社になってほしい。

●同一労働同一賃金６５歳定年制を実現しろ。

●要員の確保、エルダー社員配偶者のドック毎年受診の補助。

●考えられない事故が起きている。安全をおろそかにすると

信用を失墜する。

●出向先もせめて本体並の休日数にしてもらいたい。

●エルダーの賃金が低すぎる。出向先は人員不足で労働条件

が劣悪。年休も入らない実態もある。ＪＲ東日本は発注元

として、委託する会社に対し受注金額を引き上げるとか、

働く者の労働条件引き上げに指導すべき。職場は破綻して

いる。事故も無くならない。

●業務効率化やＩＴ化、人員削減も大事なのはわかるが、

採用活動のあり方(ミスマッチを減らす)や若手・中堅・

ベテラン社員 全ての方のフォロー、労働環境(時間

や負担、ハラスメント)など、会社として人財への意

識向上をし、辞めない・続けたいと思える会社づくり

にも注力して欲しいです。

●要員を増やし、安全とサービスを向上すべき。

●委託料がもう少し増えるとありがたいです。仕事量に

対して給料がもう少し増えてくれるとさらにやりがい

が出ると思います。

●家庭環境や状況、適性等も踏まえて異動や職制を考え

てほしい。

●グループ会社は本体と同じ業務内容なのに、福利厚生

や賃金において格差が広がり退職者が多いのでいい加

減改善して欲しい。

●手当の拡充と年間昇給金額をあげないと話にならない。

どれほどＪＲの利益の為に使われているのか？怒りし

かない。

●物価が上がり続けているのに賃金が上がらないのはお

かしい。

●各会社で人の取り合いになってる中で選んでもらえる

待遇を増やしてほしい。

◎会社に伝えたいこと、言いたいこと（主な意見を抜粋）

①かなり苦しい ………… 27.3%
②やや苦しい …………… 48.1%
③まあまあだ …………… 21.3%
④ややゆとりがある ……   2.2%
⑤かなりゆとりがある …   1.1%
⑥わからない ……………   0.0%

◎あなたの生活実態は次のうちどれに該当しますか︖

② 48.1%

①27.3%

⑥0.0%
⑤1.1%

④2.2%

③21.3%

やや苦しい
かなり苦しい が８割近く）


